
令和２年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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令和2年度
東北地方におけるプリオン病のサーベイランス状況

研究分担者：東北大学大学院医学系研究科神経・感覚器病態学講座神経内科学分野 青木正志

解 説

1. 令和2年度 25症例プリオン疑い例

2. 22例が孤発性CJD

3. 遺伝性プリオン病は2例だった


